
1 

開号

@平成♀年2月10日発行 393号@発行号799-34愛媛県喜多郡長浜町役場 ft0893⑫1111辞編集・総務課

ろ豊かに
-司，

も翠謬も寝静
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コ
ン
サ
ー
ト

伊
予
長
浜
郵
便
局
(
高
橋
成
造
局
長

の
主
催
に
よ
る
ぺ
い
き
い
き

ふ
れ
あ

しミ

N
E
W
 
Y
E
A
R
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
一
月
十
三
日
、

町
体
育
館
大
ボ

i
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
長
浜
中
学
校
吹

奏
楽
部
や
長
浜
少
年
少
女
合
隅
同
の
ほ

か
、
町
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
演

奏
グ
ル
ー
プ
な
ど
一
九
同
体
、
百
六
十
五

人
が
出
演
し
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や

演
突
を
披
露
。
会
場
を
訪
れ
た
約
三
百

人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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議会第4圏定例会一盟国国一一一 … 1・…ー…一一一一一一一
長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
が
十
二
月

十
九
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
二
日
間
の

会
期
で
聞
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
十
九
の

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
議

会
報
告
囲
件
(
う
ち
陳
情
一
件
)
は
受

理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
間
企
業
立
地

奨
励
基
金
条
例
を
制
定

長
浜
町
企
業
立
地
奨
励
基
金
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
浜
町
企
業
立
地
促
進
条

例
に
基
づ
き
、

A
7
坊
地
区
及
び
長
浜
地

区
の
埋
立
造
成
地
へ
工
場
等
を
建
設
し
、

町
づ
く
り
基
金

積
立
金
は
か

平
成
元
年
度
一
般
会
計
に
五
億
四
千

二
百
三
十
六
万
二
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
五
十
二
億
九
百
五
十
九
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

む
も
な
使
い
道
は
次
の
通
り
で
す
。

一
総
務
費
]
財
産
管
理
費
と
し
て
、
町

守
つ
く
り
基
金
及
び
企
業
立
地
奨
励
基
金

積
立
金
に
一
億
四
千
五
百
五
十
七
万
九

千
円
。
一
衛
生
費
}
塵
芥
処
理
費
と
し
て
、
大

洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー
の
関
連

事
業
負
担
金
ほ
か
四
千
九
百
九
十
三
万

一
千
円
。

一
商
工
費
}
商
工
振
興
費
と
し
て
、
地

域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金
ほ
か
二
千
六

百
二
十
七
万
円
。

一
土
木
費
一
道
路
橋
梁
費
の
町
道
新
設

改
良
費
と
し
て
、
町
道
大
平
線
改
良
工

事
請
負
費
ほ
か
二
千
九
百
六
十
三
万
九

千
円
。河
川
費
の
河
川
改
良
費
と
し
て
、
出

海
土
居
川
の
河
川
復
旧
工
事
請
負
費
ほ

か
六
千
百
二
十
九
万
八
千
円
。

{
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
工
事
請
負
費

ほ
か
一
億
一
千
八
百
六
十
万
円
。

操
業
を
開
始
し
た
企
業
に
対
し
、
用
地

取
得
助
成
金
等
の
奨
励
措
置
を
講
ず
る

た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
の
給
与

改
定
に
基
づ
い
て
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
職
員
の
場
合
、
給
与
で
平
均

三
・
一
一
%
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
平

成
元
年
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
定
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
初
任
給

は
、
高
卒
で
十
万
六
千
六
百
円
、
短
大

卒
で
十
一
万
三
千
五
百
円
、
大
学
卒
で

十
二
万
六
千
三
百
円
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
議
会
で
は
菊
地
儀
明
議
員
、

田
中
定
幸
議
員
の
二
人
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

公
共
性
、

緊
急
性
の

高
い
も
の
か
ら

質
問
:
・
災
害
復
旧
に
つ
い
て
(
菊
地

儀
明
議
員
)

答
弁
:
本
町
に
お
け
る
本
年
(
平
成

元
年
)
夏
の
災
害
の
中
で
、
農
地
等
の

災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
激
甚
災
害
と
し

て
特
別
の
財
政
援
助
指
定
を
受
け
て
い

る。
採
択
要
件
に
合
わ
な
い
箇
所
の
復
旧

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
公
共
性
、
緊
急

性
な
ど
を
勘
案
し
て
対
処
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
古
い
施
設
等
、
危
険
と
予

想
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
行
政
の

方
ヘ
連
絡
し
て
項
き
、
随
時
改
善
し
て

い
き
た
い
。

住
居
等
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
国
固
県
の
制
度
で
は
救
済
で
き
な
い

の
で
、
町
独
自
の
救
済
策
を
講
じ
て
い

る
と
ご
ろ
で
あ
る
。

請
負
契
約
二
件
を
締
結

沖
浦
漁
港
局
部
改
良
工
事
(
分
割
二
)

は
、
三
千
五
百
九
十
六
万
七
千
円
で
株

式
会
社
西
日
興
産
と
、
町
道
大
平
線
改

良
工
事
は
、
六
千
六
百
六
十
四
万
一
千

円
で
伊
予
建
設
工
業
合
名
会
社
と
、
そ

れ
ぞ
れ
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
次
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
排

水
機
能
の
整
備
等
、
被
災
要
因
と
な
る

も
の
の
改
善
を
優
先
さ
せ
て
対
処
し
て

し
ノ
¥農
業
委
員
会
で
も

研
究
課
題
と
し
て

質
問
・
・
・
農
村
の
後
継
者
の
育
成
と
花

嫁
対
策
に
つ
い
て
(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁
:
・
農
業
後
継
者
に
つ
い
て
は
、

卒
業
後
直
ち
に
農
業
に
就
業
す
る
の
で

は
な
く
、
親
の
高
齢
化
を
契
機
に
就
業

す
る
と
い
う
形
態
が
定
着
し
て
お
り
、

長
浜
町
農
業
後
継
者
協
議
会
に
お
い
て

も
、
毎
年
一
、
二
名
程
度
の
増
員
に
努

力
さ
れ
て
い
る
。

指
導
・
援
助
に
つ
い
て
も
、
後
継
者

協
議
会
で
毎
月
定
例
会
を
聞
く
と
と
も

に
、
ア
イ
デ
ア
商
品
作
り
と
農
産
物
の
P

R
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
町
か
ら
も

十
五
万
円
の
助
成
を
し
て
い
る
。

近
隣
町
村
で
は
、
伊
方
町
が
ハ
ウ
ス
み

か
ん
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
燃
料
費
・
労
働
力
の
軽

減
等
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

内
子
町
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
よ
り

技
術
情
報
・
気
象
災
害
情
報
・
経
営
情

建
設
業
の
振
興
等

陳
情
文
書
を
採
択

社
団
法
人
愛
媛
県
建
設
業
協
会
(
井

原
正
孝
会
長
)
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
、

「
愛
媛
県
に
お
け
る
建
設
業
の
振
興
等

に
つ
い
て
」
の
陳
情
は
受
理
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

報
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
い

る。
花
嫁
対
策
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
難

し
い
問
題
で
あ
り
、
近
隣
町
村
を
み
て

も
ほ
と
ん
ど
実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
。

農
業
委
員
会
で
も
研
究
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体

的
対
策
事
業
を
相
談
し
な
が
ら
進
め
た

リ
バ

1
サ
イ
ド
整
備

事
業
の
中
で

質
問
:
・
肱
川
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
(
田
中
定
幸
議
員
)

答
弁
・
肱
川
を
利
用
し
て
、
カ
ヌ

l
、

ベ
l
ロ
ン
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
等

を
行
う
と
い
う
発
想
は
、
長
浜
町
の
個

性
を
大
き
く
表
す
素
晴
ら
し
い
も
の
で

あ
る
。
平
成
二
年
度
か
ら
実
施
計
画
中

の
「
長
浜
リ
パ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ

l
ン
整
備
事
業
」

の
中
の
「
小
浦
リ
パ

i
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
パ

1
ク
整
備
事
業
」
で
ウ
イ
ン
ド
サ

ー
フ
ィ
ン
、
プ
ー
ル
等
の
建
設
を
計
画

し
て
い
る
の
で
、
ご
提
言
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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一公職選挙法の一部改正

限
解

E
隆
隆
際
際
関

第
百
十
六
回
国
会
で
、
「
公
職
選
挙
法
L

の
一
部
、
ガ

改
正
さ
れ
、
十
二
月
十
九
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
舎

回
の
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
金
の
か
か
ら
な
い

政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、

寄
附
の
禁
止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
二
年
二
月
一
白
か
ら
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

政
治
家
(
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
お

よ
び
現
に
公
職
に
あ
る
者
)
は
、
寄
附
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
ご
と
(
政
党
や
親
族

に
対
す
る
も
の
及
び
政
治
教
育
集
会
忙

関
す
る
必
要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補

償
は
除
か
れ
ま
す
。
)
は
、
い
か
な
る
名

義
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
次
の
も
の
を
除
き
す

べ
て
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚

披
露
宴
で
の
祝
儀

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬
式

や
通
夜
で
の
香
典

①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関
し

て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の
社
交

の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
政
治
家
以
外
の
人
が
、

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

※
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の
補

償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
補
償
は

禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

2 

有
権
者
が
、
威
迫
し
で
あ
る
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る

目
的
で
寄
附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ
う

に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ

金のかからない
政治・選挙のた

めに寄附禁止の
jレールを守りま

しよう。

れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し
で
あ
る

い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権

葬式の花輪や香典

祭りの寄附

を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

3

政
治
家
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状
な

4

政
治
家
や
後
援
会
が
、

す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
団
体
(
い
わ
ゆ
る
後

援
会
)
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、
新
聞
、

雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
、

有
料
の
広
告
(
い
わ
ゆ
る
名
刺
広
告
な

5 
罰
さ後
れ援
ま会
すが

花
輪
、

後
援
団
体
(
い
わ
ゆ
る
後
援
会
)
が
、

花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、
後

援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
う
行
事

や
事
業
に
関
す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を

ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。
)
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
ま
す
。

有
料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出

ど
)
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

香
典
、
祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処

す
る
と
、
そ
の
時
期
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

※
l
、
2
、
4
及
び

5
に
よ
っ
て
処
罰

さ
れ
ま
す
と
公
民
権
停
止
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

み最衆投
五忌』霊喧Er議 百望邑

Z判院魯
議議月
襲判員 U~
し官総日
ま圏
し民、芭己
審 1基よ

つ査挙
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確定申告、町@県民税 e贈与親臨臨盟国

今
年
も
、
二
月
十
六
日
か
ら
、
所
得
税
の

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三

月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
税

務
所
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

〉つノ。
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た

申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
額
の
一
定

割
合
の
加
算
税
の
ほ
か
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

時
@
県
民
税
の
申
告
は

3
月
時
田
ま
で
に

平
成
元
年
分
「
町
・
県
民
税
」
の
申

告
受
け
付
け
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
で
す
。

大
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
人

(
給
与
所
得
者
以
外
の
人
の
場
合
〕

大
平
成
元
年
中
(
昭
和
六
十
四
年
一
月

一
日

1
平
成
元
年
十
二
月
三
十
一
日
)

に
所
得
の
あ
っ
た
人

O
営
業
や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営

む
人
、
雑
所
得
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
き
れ
な
い
人

O
副
業
、
内
職
等
で
所
得
の
あ
っ
た
人

会
雑
損
、
医
療
費
等
の
控
除
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
人

wv
申
告
を
し
'
な
け
れ
ば

な
ら
立
い
人

今
年
一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
長
浜

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
次
の
よ

う
な
人
で
す
。

(
給
与
所
得
者
の
場
合
〕

大
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人

(
農
業
、
家
賃
、
地
代
)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も

確
定
申
告
す
る
場
合
が
あ
る

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
場
合
で
、
昨
年
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
の
所

得
金
額
の
合
計
金
額
が
、
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
方
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
、
年
末
調
整
に
よ

っ
て
一
年
間
の
納
税
が
完
了
し
ま
す
の

で
、
原
則
と
し
て
確
定
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
も
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円
を
超

え
る
方

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
方

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

マ
申
告
を
し
な
く
て

よ
い
入

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
。

た
だ
し
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
所
得
が
な
い
人

で
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
告
に
必
要
な
も
の
〕

会
町
・
田
市
民
税
の
申
告
書

大
給
与
所
得
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票

食
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
各
種
営
業

帳
簿
、
決
算
書
、
収
入
明
細
書
等

〔
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
〕

ム
H

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
を
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
る
方
な
ど
で
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
マ
イ
ホ
ー
ム

を
ロ

l
ン
な
ど
を
利
用
し
て
取
得
し
た

場
合
や
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
、
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
な

ど
は
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

~舗離iま
畢めにしましよう
車

消
費
税
の
確
定
申
告
を

す
る
方
も
・

さ
て
個
人
事
業
者
の
中
に
は
、
今
年

か
ら
消
費
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

も
い
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納

付
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
臼

ま
で
、
消
費
税
の
確
定
申
告
は
既
に
受

付
中
で
、
申
告
と
納
付
の
期
限
は
、
四

月
二
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成元年分の贈与税の申告は、

2月1日から始まります。 3月に
入ってしまうと税務署の窓口は、

大蛮混雑します。忘れずに、早め

に申告と納税をお願いします。

贈与税の課税の対象となるのは、

個人から贈与を受けた現金、土地、

宝石などの経済的価値のあるすべ

てのものです。

なお、平成元年分とは、昭和64年
1月1白から平成元年12月31日ま
でをいいます。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII11111111111111111111111111111111111111 
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任
期
満
了
に
伴
う
、
長
浜
町
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
平

成
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
次
表
の
通
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
任
は
八
人
で
、
任
期
は
一
平
成
同
年

十
一
月
三
十
日
空
で
の
三
年
同
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
務
は
、

社
会
福
祉
行
政
の
協
力
機
関
と
し
て
、

社
会
奉
仕
の
精
神
で
、
地
域
社
会
の
生

出
に
困
っ
て
げ
げ
る
世
帯
、
身
体
障
害
者
、

理z・・圃霞望室主主τ二::. .-J・E翠蜜翠塁翠盛固因平民生委員@児童委員改選一一円-中一一一一九 一一… 一一

民
生
委
員
・

児
章
委
員
改
選

寝
た
き
り
老
人
、
母
子
、
父
子
世
情
な

ど
に
対
し
で
、
福
祉
の
指
導
、
相
談
、

探
護
字
ど
を
行
う
こ
と
で
す
に

民
生
委
貝
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
大

臣
及
び
愛
媛
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

す。

税
務
課
で
無
料
で
お
見
せ
し
ま
寸
〉

自
分
の
土
地
や
一
家
屋
な
ど
、
固
定
資

産
に
つ
い
で
知
る
よ
い
機
会
で
す
。

お
気
軽
に
こ
利
朋
く
だ
さ
い
コ

一
日
時
一
一
一
月
一
一
十
五
日
(
午
後
一

時
1
四
時
)

一
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

「
受
給
者
の
し
お
り
」

点
字
版
を
配
布
し
ま
す

社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
課
判
仙
台
帳

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行

つ
ご
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
庁
は
、
視
力
障
害
者
に
よ

る
生
涯
年
金
受
給
者
の
方
に
、
年
金
を

受
け
て
い
ぐ
し
し
で
必
要
な
届
出
や
、
毎

年
行
う
現
況
届
け
の
手
続
き
な
ど
を
お

知
ら
せ
す
る
、
点
字
版
の
小
冊
子
を
作

り
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
は
、
生
摂
の
程
度
が
一
級
ま

無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す

あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な
ど
の
資
料

(
固
定
資
産
課
税
台
帳
ノ
一
を
三
月
-
日

か
ら
一
一
-
月
二
十
日
ま
で
に
限
り
、
役
場

長浜町民生委員@児童委員名簿

定員地区名 氏 名 :fH_ 当 li 電話

fて久友石妙手 1 乙 3 I 52-1040 

長浜小川|菊子 i4 5 6 7 8 9 I 52-0075 
長

ク 吉岡英則 10 11 121314 15 44 1 52-0253 

。鈴木健太郎 16 17 18 23 24 25 刻 印 035R
j兵 卜一一一一一

ク H1 淵音 i白 19 20 21 22 45 1 C，2-1051 

ク 白 形友江 27 28 29 30 31 32 33 I 52-0468 
地
。 藤泌j 季志叔 34 35 36 37 38 39 46 47 I 52-0480 

一青島紙向 i育成青島(4041 42 43) I 52-2924 
区
沖浦明科房子沖浦(51152) I 52ー 1230

11名
松岡クミ子 i中j甫(5253 54 55 5日57) I 52-0986 

黒同矢野元ヒデ子黒田(48)大屋(49)築地(50)無事豆地(67) I 02← 1811 

坊今 今坊主まよ スミエ!峯今坊(58)松ノ久保(59)大谷口(60) I 52-0005 

地 。 藤測一典今土方浜(61)日ノ;甫(62)松本(63) I 52-1817 

1M 7Z ク 討i尾幸子橋山上(64)橋立下(65)橋立浜(66) I 52 -0522 

櫛櫛生櫛笥益-丙谷(68)東(69H、l11(76)坂谷(77)河原(78) I 53-0217 
浜宮(79)浜(80)

生
菊地吉太郎常水(70)大峯(71)中峯(72)中尾(73)原保(7，])I 53-0102 

地 。 藤白(75)

区 高橋悦子東j巷(81)西、巷(82)東高松(83)西高松(84) I Ci3-0642 

4名 2買 y尺 i汀中カツコ 5頁I尺(858日) I 53-0189 

生i出海則野久雄士居(87)港(88) I 53← (H15 

地{畦 ク Ei 中幸子坂本(89)尾坂(90) 53 0283 

Jb)( i; I ~ I 111 口ミツ子奥(91)沖(92)浜(93) I 53-0081 

下須成東 冨幾子下平(9心郷(95)惣瀬(96)柿ノ久保(97) I 52-0838 

大 矢野由 L栄新進叫同J也(98)前奥(99153)穂積(100) 己2-0893
和 猪ノ!壬(101)大久保(102)

k老松三井セツコ 上成(103)下成(104)よ老松(105)大主主(1061381 I 52ー 1167
地
豊茂宇都宮古幸本村(107)駄場(108)犬上(118)明東地(119) I 5，-0044 

区 佐々木 J;~ 子中 (109) 中央 (110) 干 (111) I-_(112) 1 57-0222 
6名 ク { 朝日 (113)奥(114'1

藤岡 弘谷上(115)桜(1161下村(117) I 57-0238 

円減向井菅子 1(120) 2 (121) 3 (122) 創刊201 1 

白 安 I11 千鶴子 4(123) 5 (124)七(125) I 54-0621 I 

滝 。 岡里子勝敏 7(悶 )8(127)9(剛山(129)叶松(1お)大越日3il 1 54ω09 I 
地日瓦 I11 二宮福見戒川川円問 132 133 134町 I54一両打
区F 柴窪 美忠子日/浦(139)中(140)同(141)豊I11(142) 540427 

名ノ;城柴大越(144115)小凶際(150)都梅(1511
6 f， 
。 山中良子白方(143) 小谷道上同早峯大越(146~-149)1 54ー何回

た
は
二
級
の
年
金
受
給
与
官
で
、
点
字
版

を
希
望
す
る
方
に
配
布
し
ま
す
。

申
込
み
は
、
こ
れ
か
ら
年
金
の
子
続

き
を
さ
れ
る
方
は
、
裁
定
請
求
書
の
提

出
の
時
に
併
せ
て
行
い
ま
す
。
既
に
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
(
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
三

五
二
四
)
に
「
年
金
受
給
者
の
心

得
・
受
給
者
の
し
お
り
「
点
字
版
)
」
申

込
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

~ 
11 探!
j龍三二

違19J

H 

吹
き
荒
ぶ
風
に
枯
れ
草
立
ち
騒
ぐ

こ
も
蜜
柑
の
廃
園
地
か
や渡
辺
仁
之
助

京
の
孫
正
月
帰
省
せ
ぬ
と
一
バ
ふ
ラ
ッ

シ
ュ
の
不
安
な
け
れ
ど
寂
し
西
国
チ
プ
ル

年
順
に
少
し
差
の
あ
る
年
玉
を
受
け

る
孫
ら
の
期
待
す
る
顔
工

藤

春

チ

匂
漁
の
烏
賊
の
水
揚
げ
漁
夫
の
顔
み

な
墨
の
つ
く
景
気
よ
き
顔沢
井
か
め
よ

亡
き
姉
の
身
障
の
子
に
温
め
や
る
親

の
代
り
に
年
越
し
の
そ
ば櫛
笥
日
日
子

孫
た
ち
の
書
き
残
し
た
る
似
顔
絵
を

闘
に
張
り
て
夫
と
タ
鍋
と
る
谷

井

光

恵

小
春
の
日
墓
参
一
帰
り
に
逢
ひ
し
友
老

け
た
ね
あ
ん
た
も
之
が
技
拶

一
波
多
野
コ
チ
ヨ

何
気
な
き
ジ
ョ
ー
ク
も
通
じ
ぬ
人
だ
っ

た
覆
ひ
し
唇
の
内
で
つ
ぶ
や
く

生
田
八
重
子

守

」
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覚せい剤@まちづくり園田園圃

長麹持!藷駐軍事長輩出たI

平
成
元
年
中
、

覚
せ
い
剤
に
か
か

わ
っ
て
警
察
に
検

挙
さ
れ
た
人
は
、

一
万
七
千
人
を
超

え
る
見
込
み
で
、

依
然
と
し
て
深
刻

な
状
況
で
す
。

ま
た
、
覚
せ
い

剤
そ
の
も
の
の
押

収
量
も
二
百
十
キ
ロ

す
を
超
え
る
史
上

四
番
目
で
、
覚
せ

い
剤
の
乱
用
は
依

然
と
し
て
多
い
の

で
す
。こ
れ
を
一
人
当

た
り
一
回
分
の
使

用
料
に
換
算
す
る

と
、
約
一
千
五
十

万
人
分
で
、
東
京

都
の
全
人
口
に
あ
た
り
ま
す
。

覚せい斉Ij以外の薬物も急増

家
庭
を
崩
壊
さ
せ
、
人
を
犯
罪
へ
と
走

ら
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
誘
惑
に
の

ら
ず
、
薬
物
を
近
ず
け
な
い
よ
う
一
人

一
人
が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
最
近
は
、
覚
せ
い
剤
以
外
の

薬
物
の
押
収
も
培
え
て
き
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
昨
年
は
、
大
麻
・
ヘ
ロ
イ
ン
・

コ
カ
イ
ン
が
い
ず
れ
も
史
上
最
高
の
押

収
量
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
覚
せ
い
剤
・
ヘ
ロ
イ
ン
・

大
麻
・
コ
カ
イ
ン
の
恐
ろ
し
き
に
つ
い

て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

園
覚
せ
い
剤

酉
慣
性
が
強
い

覚
せ
い
剤
は
、
一
時
的
に
脳
の
中
枢

神
経
を
刺
激
し
、
疲
労
感
や
眠
気
を
減

少
さ
せ
、
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
ご
れ
が
乱
用
の
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
覚
せ
い
剤
は
習
慣
性
が
強

く
、
繰
り
返
し
て
乱
用
す
る
と
、
幻
覚
・

妄
想
と
い
っ
た
精
神
障
害
が
起
き
、
錯

乱
状
態
と
な
り
、
突
発
的
に
殺
人
や
放

火
な
ど
の
凶
悪
な
犯
罪
や
交
通
事
故
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
さ
を
も

っ
て
い
ま
す
。

圏
ヘ
ロ
イ
ン

禁
断
撞
状
を
起
こ
す

ヘ
ロ
イ
ン
は
、
麻
薬
性
鎮
痛
薬
で
、

中
枢
神
経
の
活
動
を
抑
制
す
る
働
き
を

も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
精
神
状

態
の
安
定
や
多
幸
感
を
求
め
て
乱
用
す

る
と
、
そ
の
量
が
雪
だ
る
ま
式
に
増
加
え
、

キL人 が行とくる なな市のん「よし住の表立 実二割行長
幌口私 王Eで政なれ立住のく役てもで私りて民町だ場ま現分を政、ま
こ約の Ed きのくる場民で、、所すさにも、がをとはずにに自の町ち
次三生貝相るプ、かではす H や?せ首能自選良いあ首は発覚担長を
ぐ十ま物理のロ住らすこ OE宅子て長力らんくうく長及揮し当、よ
者[5 六れ公~)で達民、。の 総おかものがもだすこまでびし、者村く

車交薬園長て民ZEE主 要宗主ZT2一手Z主孟L53をそ空Z
す;正、に いりは全を 結表長て」か民すめす氏、んれてそ住に
海旭変 切代遠員サ 品で いとらの oγoのそ 0 ばいれ民は
川ー つわ慮がポ H は lそる頼、誰そスそ代の 、るぞ
要市え たっす助 l 醜醐醐関臨噛醜醐昭輔翻臨時開閉と力れそ Ef
止問る 指てるけト 欝欝顎轄欝欝藷麓欝欝欝欝欝てをのし更

こです 綴欝騒築羅義譲鵠議選饗鎚麟譲鞍車騒議題礎部議麓績 も 十役て市

行
融
組
一
臨
調
審
制
柑

閥
均
義
品
開
わ
せ
異
国

物
公
園
μ

に
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
生
す
。

ま
れ
た
の
で
す
。
昭
和
三
十
八
年
の
こ
こ
う
し
て
、
言
い
出
し
て
か
ら
十

と

で

す

。

年

後

の

昭

和

四

十

七

年

に

、

つ

い

に

若

者

、

が

買

物

公

園

が

誕

生

し

ま

し

た

。

そ

し

市

長

を

盛

り

上

げ

る

で

、

銀

座

の

歩

行

者

天

国

の

先

駆

け

こ
れ
を
言
い
出
し
た
の
は
、
当
時
三
と
な
っ
た
の
で
す
。

十
七
歳
の
若
き
市
長
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
固
か
ら
、
北
海
道
庁
か
ら
か
気
は

確
か
か
H

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
の

消
防
署
、
警
察
か
ら
も
反
対
さ
れ
、
一

番
反
対
し
た
の
は
、
商
庖
街
の
人
達
で

し
た
。し
か
し
、
こ
の
四
面
楚
歌
の
市
長
を

助
け
た
人
々
が
い
ま
し
た
。
青
年
会
議

所
を
中
心
と
し
た
若
者
達
で
し
た
。
商

庖
街
の
息
子
さ
ん
達
が
多
い
団
体
で
す
。

No.5 

山
る
さ
と
塾
主
宰
。
萩
原

茂
裕

戦
前
、
駅
前
の
商
庖
街
は
、
師
団
通

り
と
呼
ば
れ
、
栄
え
て
い
ま
し
た
。
が
、

戦
後
は
「
人
間
都
市
」
を
願
っ
た
市
民

の
心
が
、
そ
れ
を
H

平
和
通
り
u

と
改

称
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
H

平
和

通
り
μ

を
人
間
都
市
の
商
庖
街
に
つ
く

り
換
え
よ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
約
一
キ
ロ
引
の
商
庖
街
か

ら
永
久
に
車
を
締
め
出
し
、
国
道
を
N

買

時
盟
臨
時

韓関閥、

彼
ら
は
「
商
肩
街
を
つ
く
り
換
え

る
ご
と
は
、
子
や
孫
の
た
め
で
す
」

と
、
説
得
を
続
け
ま
し
た
。
な
ん
と

八
年
間
も
か
け
て
、
反
対
す
る
人
達

を
説
い
て
回
り
ま
し
た
。
当
然
市
民

の
聞
に
や
る
気
が
起
き
て
き
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

歩
行
者
天
国
の
先
駆
け
に

八
年
間
も
の
継
続
の
力
は
、
大
き

く
輪
を
広
げ
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
た

ら
勇
気
百
倍
で
、
市
長
は
行
政
の
プ

ロ
で
あ
る
市
役
所
の
職
員
に
、
「
市
民

が
や
る
気
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
私

は
市
民
の
代
表
だ
。
そ
し
て
君
達
は

行
政
の
プ
ロ
だ
。
で
き
な
い
で
は
な

く
て
、
で
き
る
方

法
を
探
し
出
し
て

く
れ
/
」
と
、
号

令
を
か
け
た
の
で
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薬
に
対
す
る
依
存
性
が
強
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
薬
が
切
れ
る
と
禁
断
症
状
を

起
こ
し
、
そ
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
、
ま
た
薬
に
対
す
る
欲
求
が
さ
ら

に
高
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
き

が
あ
り
ま
す
。

盟
大
麻
|
|

自
発
性
が
抵
下
す
る

精
神
的
な
抑
制
が
解
放
さ
れ
、
多
幸

感
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
乱
用
を
続
け

る
と
離
人
症
・
二
重
人
格
な
ど
の
精
神

障
害
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

画面画血盟飽食時代の栄養不足

舗
翠
韓
間
住
む
民

栄
蓬
A
I関
越

!

の

⑦

N
H間
口
出
国
円
切
開
図
品
即
h
H
H
恥
問
凶
問
H
宍
R
H
)
U
Q明
八
)

お
年
寄
り
が
、
寝
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
原
因
に
、
脳
卒
中
や
、
大

腿
骨
な
ど
の
骨
折
に
よ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
脳
卒
中
は
次
第
に
減
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
骨
折
は
む
し
ろ
増

加
し
て
い
る
と
さ
え
い
わ
れ
ま
す
。

骨
折
を
起
こ
す
主
な
原
閏
は
、
骨
が

も
ろ
く
な
る
骨
粗
し
よ
う
症
と
三
守
7

病
気
の
た
め
で
す
。
お
年
寄
り
、
中

で
も
女
性
に
多
く
、
八
十
歳
以
上
の

女
性
の
七
割
が
こ
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
。

骨
粗
し
よ
う
症
は
閉
経
期
以
後
の
女

性
に
み
ら
れ
る
の
で
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
が
関
係
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す

が
、
他
の
原
因
と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム

の
摂
取
不
足
や
、
腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ

ウ
ム
吸
収
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も

た
、
感
情
の
波
が
な
く
な
り
、
自
発
性

が
低
下
す
る
半
面
、
突
然
攻
撃
的
に
な

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

盟
コ
カ
イ
ン

欧
米
で
最
も
乱
用
さ
れ
て
い
る

南
米
に
自
生
す
る
コ
カ
の
葉
か
ら
抽

出
さ
れ
る
麻
薬
で
、
覚
せ
い
剤
と
よ
く

似
た
薬
理
作
用
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
駄
米
で
最
も
乱
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
日
本
へ
の
流
入
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

月 日 当直医院 電話番号

2/11 清三j，医院 52 - 2883 

2/12 米川医院 52 - 0165 

2 /18 岡田医院 52 - 0639 

2 /25 菊地医院 52 - 0209 

[診療]救急患者の方のみ。

[受付]午前1O:00~午後 5 ・ 00

※原則として往診は致しません。

院医直当

並
立
革
命
核
軍
並
在
革
命
事
ま
玉
吉
革
命

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
0

グ
ラ
ム
、
干
し
ア
ミ
で
は
千
八
百
ミ
リ

六

百

ミ

リ

グ

ラ

ム

か

グ

ラ

ム

と

な

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

こ

う
し
た
小
魚
を
毎
日
摂
取
す
る
こ
と
は

一

自

に

動

要

難

し

く

、

ま

た

最

近

で

は

敬

遠

気

味

の

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
日
本
人
に
不
足
し
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

f
J

い

る

栄

養

素

の

一

つ

で

す

。

国

民

全

食

口

聞

に

よ

っ

て

体
の
平
均
で
は
、
必
要
量
よ
り
約
一

O

%
不
足
し
て
い
ま
す
o

二

一

分

の

二

の

国

違

う

駿

収

率

民
は
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
だ
と
い
わ
れ
て

こ
れ
に
対
し
、
牛
乳
に
含
ま
れ
る
カ

一
ル
シ
ウ
ム
は
、
百
グ

骨

が

も

ろ

く

怒

る

一

ラ

ム

中

百

ミ

リ

グ

ラ一
4
程
度
と
少
な
い
の

f
F
9
E
i
〆

A

A

A

A

一
で
す
が
、
一
本
(
二

F

骨
組
し
よ
う
蛙
μ

一
百
グ
ラ
ム
)
飲
め
ば
、

I

l

-

-

ー
ー
し
二
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
う
え
、
牛

乳
は
小
魚
に
比
べ
る
と
、
腸
管
か
ら
の

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
が
よ
く
、
小
魚

の
三
七
%
に
対
し
、
午
乳
は
五

O
M
m
の

吸
収
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野

菜
で
は
、
ほ
う
れ
ん
草
に
多
く
含
ま
れ
、

百
グ
ラ
ム
中
六
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
、
吸

収
率
は
一
七
%
で
す
。
吸
収
率
を
促
進

い
ま
す
。
現
在
、
日
本
人
の
カ
ル
シ
ウ

ム
必
要
量
は
、
成
人
一

H
六
百
ミ
リ
グ

ラ
ム
で
す
が
、
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防

に
は
一
日
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
が
必
要
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
最

も
多
く
含
ん
で
い
る
食
品
は
、
小
魚
で

す
。
百
グ
ラ
ム
中
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ

ウ
ム
は
、
サ
ク
ラ
エ
ビ
で
千
五
百
ミ
リ

手品

受

午前 9:30~ 1l・ 30

1
1
J
 

図
作古寺付

品見

十親母

す
る
も
の
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

D
や
乳

糖
が
あ
り
、
一
方
、
し
ゅ
う
酸
や
食

物
繊
維
な
ど
は
吸
収
を
阻
害
し
ま
す
。

牛
乳
は
、
こ
う
し
た
促
進
物
質
を
多

く
含
ん
で
い
る
た
め
、
高
い
吸
収
率

に
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
ほ
う
れ

ん
草
の
場
合
、
阻
害
物
質
が
多
い
た

め
、
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

飽
食
時
代
の
今
日
で
も
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
摂
取
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

す
。
牛
乳
や
小
魚
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム

の
多
い
食
品
に
、
も
っ
と
日
を
向
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

:A  

吉:7

受付時間

[対象者}昭和田年6・7・8月生まれ
の方。

午後l: 00~1・30

健I回ノし半歳

三撞混合予防接種

月 日 土着 所 受付時間

2 /16 長浜町体育館 午後1:OO~ 1:30 

{備考11 期 2 歳~4 歳未満で 3 回
接種していない方。
E期: 1 期終了後 1 年~1 年半を経った
5歳半までの方。

日

月 日 場 所

各連絡所午前9時まで
2 /27 )受付

役場本庁午前10時まで

[対象]買上げ料金 l頭 500円
※印鑑を必ず持参して下さい。

上買犬用不
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ニ N
ア H
の K
部学
で園
、σコ
喜主
多催
漢在に
/J、ょ
学る
校第
1i一
年同
生全

ジー特入学は賞る雨のの国
に人選が生県し」と作高俳
開。は応三下たが雷品岡句
連(高曇千の。特つ「祥大
記九岡』二小大選れ台智会
事ペく七三十・会にて風くの
~ I んぺ一中に人くがんジ

口口口口口口口口口口口口口口口口
味全仲ちが

， ..を員良ゃっ
u楽でくんた
r しつ丸達餅

d色~féフ主主主と一主っ十気んいの鉢声し所
c::::::::=-弓グ]J、 。て後緒 lまき分合達ちお巻のて長一

〕 の、にあ f二。いもやじ姿中の)月
臨脚，_調醐繭蹴臨時長響醐料沼町，_ 一、 ? 餅で二

['l 鞠鞠鋪鞠騨ねて髄総議機騒蝉っ、十

口鱒鱒欝盤、一鱒欝調覇芸理官
1Tの
わ十且櫛
れ父生
た母保
。約育

園十所
児五(
達人西
のを同
長トナ召}芳
け待子

Jレポー長浜上水道回国唖圃圃

高
岡
祥
智
く
ん

1
全
国
俳
句
大
会
で
特
選

理'""翠E

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

百
三
十
三
人
が
成
人

ー
平
成
二
年
成
人
式

~櫛生保

おじいちゃんと

J文ッタンコ

一
月
十
五
日
、
町
体
育
館
で
、
平
成
二
年
成
人
式
が
開
か

れ
た
。
今
同
の
成
人
者
は
、
男
六
十
八
人
、
女
六
十
五
人
の

計
百
二
一
十
三
人
。
記

念
式
典
の
中
で
長
浜

の
態
野
美
一
幸
さ
ん
が

成
人
者
を
代
表
し
て

誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
た
後
、
記
念
行
事

と
し
て
豊
年
踊
り
や
、

餅
つ
き
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。
こ
れ
か
ら
の

長
浜
町
の
若
い
人
材

と
し
て
さ
ら
に
成
長

し
て
欲
し
い
も
の
で

す。

口
口

口
口

口
己
口

今
年
一
年
を
健
康
に

ー
沖
浦
保
が
ど
ん
ど
焼
き

口

一

月

十

一

日

、

高

齢

円
一
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

口

タ

1
横
の
広
場
で
、
沖

口
浦
保
育
所
(
玉
井
徳
美

口
所
長
)
の
園
児
や
保
護

口
者
約
四
十
五
人
が
参
加

日
し
て
、
ど
ん
ど
焼
き
が

円
」
行
わ
れ
た
。
持
ち
寄
ら

つ
れ
た
お
飾
り
に
火
を
つ

口
け
て
餅
を
焼
い
た
後
、

円
]
公
民
館
に
場
所
を
移
し

「
し
て
甘
酒
や
七
草
が
ゆ
を
山

口
作
り
、
今
年
一
年
の
健

v

口
康
を
願
っ
た
。

一い

長
浜
上
水
道

長
浜
上
水
道
は
、
大
正
十
五
年
(
一

九
二
六
)
二
月
十
四
日
に
完
成
し
ま

し
た
。

A
7
か
ら
六
十
五
年
前
に
な
り

ま
す
。当
時
は
、
四
国
で
高
松
市
が
大
正

十
二
年
に
、
高
知
市
圃
徳
島
市
が
同

十
四
年
に
上
水
道
を
完
成
さ
せ
て
い

た
だ
け
で
、
長
浜
町
は
四
国
で
四
番

目
、
愛
媛
県
で
は
一
番
初
め
に
上
水

道
が
出
来
た
の
で
す
。

竣
工
式
の
模
様
を
、
当
時
の
海
南

新
聞
で
見
ま
し
ょ
う
。

大
正
十
五
年
二
月
十
四
日
、
住
吉

神
社
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
町
内

で
は
軒
並
み
国
旗
を
掲
げ
、
軒
チ
ョ

ウ
チ
ン
を
つ
る
し
た
。
目
抜
き
通
り

で
は
サ
サ
飾
り
を
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
、

花
の
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
。
末
、
水
回
漕

庖
前
、
本
町
一
丁
目
、
住
吉
神
社
境

内
、
亀
屋
楼
の
庭
園
に
は
噴
水
や
滝

の
模
型
が
飾
ら
れ
き
れ
い
な
水
が
ふ

ん
だ
ん
に
流
れ
て
竣
工
を
祝
っ
て
い

た。
式
典
に
は
地
元
の
西
村
町
長
を
筆

頭
に
、
県
の
坂
間
内
務
部
長
(
知
事

代
理
)
宮
内
大
洲
警
察
署
長
、
津
田

喜
多
灘
村
長
、
町
議
、
区
長
、
新
聞

記
者
な
ど
百
人
以
上
が
参
列
し
た
。

神
事
の
後
八
巻
技
師
が
工
事
の
経
過

を
報
告
、
式
辞
、
告
辞
、
祝
辞
と
晴

れ
や
か
に
続
け
ら
れ
た
。

式
の
後
、
坂
間
内
務
部
長
ら
は
、

自
動
車
で
喜
多
灘
村
A
7
坊
の
貯
水
池

や
浄
水
場
を
視
察
し
た
。
ま
た
、
町

内
で
は
消
火
栓
の
放
水
試
験
が
行
わ

れ
た
。
ノ
ズ
ル
の
先
端
か
ら
白
い
孤

を
描
き
、
勢
い
よ
く
立
ち
昇
る
水
の

様
子
に
、
関
係
者
た
ち
は
一
様
に
称

賛
を
送
っ
た
。

正
午
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
と
、

町
内
亀
屋
桜
で
犬
祝
宴
会
が
始
ま
っ

た
。
芸
者
の
手
踊
り
や
舞
い
、
西
村

町
長
自
慢
の
奇
術
も
披
露
さ
れ
、
手

拍
子
や
三
味
、
太
鼓
の
音
は
夕
方
ま

で
続
い
た
。

同
日
か
ら
三
日
間
、
町
で
は

η

賑

わ
い
勝
手
次
第
μ

と
い
う
こ
と
で
、
各

種
催
し
が
企
画
さ
れ
て
い
た
。
が
、

あ
い
に
く
の
小
雨
が
降
り
し
き
り
、

強
い
風
が
吹
く
と
い
う
悪
天
候
。
一

般
の
人
た
ち
の
楽
し
み
は
、
後
へ
延

ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
:
・
。

町
民
の
期
待
を
こ
め
て
登
場
し
た

水
源
地
は
、
現
在
は
水
の
使
用
量
が

ケ
タ
違
い
に
増
a

大
し
た
た
め
、
柴
の

浄
水
に
移
っ
た
。

大
正
三
年
三
十
一
歳
で
長
浜
町
長

に
就
任
し
て
以
来
、
上
水
道
設
置
に

取
り
組
ん
で
来
た
西
村
兵
太
郎
さ
ん

が
、
十
三
年
目
に
し
て
実
現
し
た
も

の
で
す
。

水
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

長
浜
文
化
協
会
長

久
保

tニ
直13
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パ
ー
ト
c

内
職
を
す
る

百
万
円
ま

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
内
職
脅
し
て
い

る
人
の
所
得
税
の
非
課
制
限
度
額
が
、

九
十
二
万
円
か
ら
百
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
上
手
し
た
。
三
れ
は
、
昨
年
卜
一
月

に
国
会
で
法
案
が
可
決
成
立
。
一
月
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
結
川
ム
六
年
間
の
給
与
や
内
職
な

ど
に
よ
る
収
入
が
百
万
円
ま
で
の
人
は
、

所
得
税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
犬
の
所
得
税
負
担
も
多
少
は
軽
減

さ
れ
る
わ
け
で
す
υ

一叫"--_.."，，，，，，"ー

最
低
控
除
額
を

六
十
五
万
円
に
引
き
土
げ

マ「一司圃・・圃副... 匹 ;一一一一帯豆沼喝需ア曹圃・.回~一歳です・表葺「一九 明一

量子

r、、

非
課
税
ゥ

除
額
の
し
ハ
ト
五
万
円
に
基
礎
控
除
の
三

十
五
万
円
を
加
え
る
と
、
非
課
税
限
度

額
は
ち
ょ
う
と
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

百
三
十
五
万
円
未
満
怠
ら

配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
も

ま
た
、
年
間
の
配
偶
者
の
給
与
や
内

戦
な
ど
に
よ
る
収
入
金
額
、
か
、
百
二
十

七
万
円
未
満
の
場
合
に
配
偶
者
待
別
控

除
の
適
用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

百
二
一
十
五
万
円
未
満
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
給
与
及
び
内
職
な
ど

に
よ
る
収
入
が
、
百
万
円
未
満
(
改
正

前
九
十
二
万
円
未
満
)
で
あ
れ
ば
、
配

偶
者
拝
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用

奇
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

給
与
及
び
内
職
な
ど
に
よ
る
収
入
が
百

万
円
を
超
え
て
も
、
百
三
十
五
万
円
未

満
で
あ
れ
ば
、
配
渦
者
特
別
控
除
の
適

用
会
受
け
ら
れ
ま
す
。

の
他
、
被
服
世
帯
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

{
そ
の
他
一
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
(
二
年
・
陸
上
)
満
了
時

一
応
募
資
格
一
十
八
歳
以
二
白
日
(
四
十
五
万
六
千
円
)
一
任

上
、
二
十
五
歳
未
満
期
(
一
二
年
・
海
上
、
航
空
)
満
了
時

一
給
与
一
軒
任
給
(
寸
事
百
五
十
日
分
(
七
十
一
万
一
千
円
)

二
万
一
千
円
)
期
末
、
勤
勉
手
当
そ
の
後
の
任
期
(
二
年
)
毎
に
、

(
年
三
制
一
合
計
五
-
-
か
月
分
)
の
二
百
円
分
七
十
五
日
分

他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
宮
山

l

一
衣
食
住
}
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
4
1
2
3
)
ま
で
。

得
抗
日
除
の
E

最
低
控
除
僚
が
従
来
の
五
卜

七
万
円
か
ら
六
卜
五
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
売
。

同
時
に
、
内
職
所
得
者
の
場
合
も
、

そ
の
一
附
得
区
分
が
事
業
所
得
ま
と
は
雑

所
得
と
な
る
も
の
も
同
ピ
減
税
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
特
別
の
手
直
し
が
行
、
わ

れ
ま
し
た
の
そ
の
結
果
、
家
内
労
働
者

な
ど
の
事
業
所
得
ま
た
は
雑
所
得
仁
か

か
る
必
要
経
費
内
最
低
保
証
額
も
、
こ

れ
ま
で
の
五
十
七
万
円
か
ら
し
八
十
五
万

川
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

こ
の
結
果
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど

の
給
与
所
得
者
や
内
職
な
ど
を
す
み
家

今
回
の
改
正
で
は
、
ま
ず
、
給
与
所
内
労
働
者
の
背
さ
ん
の
場
台
、
最
低
控

生
ま
れ
る
前
か
ら
男
の
子
な
ら
男
ら
し
く
雷
太
郎
、
一

A
w
f

山
リ
女
の
子
な
ら
愛
ら
し
く
長
都
沙
に
し
よ
う
と
決
め
て
い
一

一
々
し
停
ま
し
た
。
妊
娠
中
、
お
医
者
さ
ま
か
ら
男
の
子
の
よ
う
一

ベ

ゲ

だ

と

言

わ

れ

、

「

し

ん

ち

ゃ

1
人
:
・
。
」
と
お
な
か
に
話
一

し
が
川
先
し
か
け
て
い
た
せ
い
か
、
い
つ
も
男
の
子
に
間
違
わ
れ
一

l

l

j

p

て

し

ま

う

悪

酔

沙

で

す

。

れ

』

三
h

u

ベ

一

室

睡

眠

劉

藤

議

九

一

議

ま

一

f
畑
一
十
一
ιJ-

杯

の

び

の

村

議

組

離

蝉

J
q

〆

j
生
(

Jγ

沙

び

と

育

ち

、

『

ケ

ペ

怯

旧

一

F

旬

以

問

料

に

ご

に

こ

J
2」
J
t
j
j
j
b
b
b
1
♂

Fr
暗

主

の

か

密

f
〆

川

一

ム

ー

:

、

;

。

謂

出

わ

い

い

女

舗

騨

ヘ

ヘ

一

一

心

ベ

。

五

l

-

一-
L
7
の

子

に

な

麟

仰

ぐ

ぞ

い

一

、

J
L
一

一一一一
γ

設

場

っ

て

欲

し

輔

麟

藤

一

一

喜

劇

一

一

一

一

一

よ

ブ

い

と

願

つ

れ

れ

吋

灘

J
W欝
~

一

平

一

干

て

い

ま

す

コ

(

父

l
一
弘
き
ん
・
母
U
美
保
さ
ん
)
ム

表
彰
来
事
業

N
H
K
学
園
主
催

全
圏
俳
句
大
会
入
賞
者

ジ
斗
ニ
ア
の
部

喜
多
灘
小
学
校
:
東
亜
矢
二
八
年
)

マ
高
岡
祥
智
(
五
年
)
マ
谷
上
大
作
(
五

年
)
マ
谷
岡
正
秀
(
五
年
)
マ
中
見
隆

亀
(
五
年
)

構
生
小
学
校
・
・
・
城
戸
英
美
江
(
六
年
)

マ
河
内
秋
子
二
八
年
)
マ
一
山
田
智
子
(
六

年
)
マ
吉
田
妙
子
(
六
年
)
マ
わ
内
勝

也
(
五
年
)
マ
高
原
浩
司
(
五
年
)

白
滝
小
学
校
城
戸
充
博
(
六
年
)

マ
瀧
内
芥
子
(
六
年
)
マ
成
田
知
烹
↓
十

(
六
年
)
マ
大
成
美
知
恵
(
五
年
)
マ

恩
地
美
知
花
(
五
年
)
マ
鎌
田
美
保
(
五

年
)
マ
田
中
康
大
(
五
年
)
マ
藤
湖
温

子
(
五
年
)

戒
川
小
学
校
:
中
野
秀
彦
三
一
年
)

マ
矢
野
陽
平
(
三
年
)

長
浜
中
学
校
守
・
宮
本
硲
子
(
一
二
年
)

マ
泉
今
日
子
(
-
一
年
)
マ
叶
岡
美
由
紀

(
一
一
年
)
マ
政
所
理
桧
(
一
一
年
)
マ
上

川
慶
J

T

(

一
年
)
マ
河
賢
良
子
二
年
)

震
良
婦
人
会
と
し
て

長
浜
町
連
合
婦
人
会

十
一
月
十
日
、
松
山
市
で
第
三
一
十
九

回
え
ひ
め
婦
人
大
会
が
開
か
れ
、
長
浜

町
連
合
婦
人
会
(
伊
藤
ヨ
シ
子
会
長
)

が
、
優
良
船
人
会
と
し
て
武
内
弘
文
愛

媛
県
教
育
長
及
び
口
野
豊
愛
媛
県
連
合

婦
人
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

錐
薦
に
島
田
高
明
さ
ん

も
み
じ
ま
つ
り
撮
影
会

昨
年
十
-
月
十
一
一
日
に
白
滝
公
閲
?

も
み
ピ
ま
つ
り
撮
影
会
が
行
わ
れ
、
五
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長浜展示期間

4月28日~
5月8臨

平成2年2月号広報なか、はま

十
二
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が

参
加
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
は
長
坂
知
史
さ
ん
と
松
岡
直

美
さ
ん
の
二
人
で
、
応
募
総
数
百
二
十

八
点
の
中
か
ら
、
松
山
市
の
島
田
直
明

さ
ん
の
作
品
「
華
」
が
推
薦
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

{
推
薦
}
島
田
直
明
(
松
山
市
)

{
特
選
}
山
本
義
富
(
ぺ
幡
浜
市
)

マ
犬
高
栄
一
(
宇
和
町
)

{
入
選
}
米
国
吉
雄
(
八
幡
浜
市
)

マ
河
田
守
(
中
山
町
)
マ
寺
坂
和
博
(
宇

和
島
市
)
マ
羽
倉
太
(
松
前
町
)
マ
亀

川
崎
崇
(
中
山
町
)
マ
左
近
勉
(
宇
和
町
)

地
球
の
美
し
い
白
然
や
緑
を
、
世

界
の
国
々
が
協
力
し
て
未
来
に
残
し

て
い
き
た
い
|
|
l
こ
う
し
た
共
通
の

願
い
の
も
と
に
、
平
成
一
-
午
四
月
一

日
か
ら
犬
阪
府
下
・
鶴
見
緑
地
で
、

「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
が
催
さ

れ
ま
す
。

長
浜
町
か
ら
也
、
四
月
二
十
八
日

か
ら
五
月
六
日
ま
で
の
九
日
問
、
エ

ビ
ネ
を
出
展
し
ま
す
の
で
、
多
数
の

ご
観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

よ
p
m
J
C門
下
民
主
f
z
E
p
o
t
t
s
r信
R
E
K
5
s
r
c
t
F芦
pp庁、官、
Edhptも
ど
と マ

露
口
泰
幸
(
重
信
町
)
マ
若
宮
忠
(
大

洲
市
)
マ
福
本
満
(
伊
予
市
)

一
佳
作
}
小
西
省
吾
(
松
山
市
)
マ

大
広
貞
夫
(
新
居
浜
市
)
マ
冨
永
重
三

(
三
間
町
)
マ
泉
猶
平
(
柴
)
マ
津
田

豊
一
(
大
洲
市
)
マ
松
村
秋
広
(
八
幡

浜
市
)
マ
一
一
神
賢
一
(
八
幡
浜
市
)
マ

下
柳
川
疋
(
大
洲
市
)
マ
井
上
雄
次
(
大

洲
市
)
マ
池
田
靖
(
吉
海
町
)

寄
付
操
納

O
主
円
建
会
(
古
間
代
昇
会
長
)

-

a

八
王
自
動

洗
濯
機
を
老
人
ホ

l
ム
白
山
国
へ
。

/一"'/'ー""，'1:主 (メごL、
松下長下 12 C;三 3
山須 須所月 ?γン手..../1払底
市戒浜戒 属 V I珊

中1212月長浜町役場開品分(敬称略)
氏出 111月

式Lノj、演中 分勝の
木川田川名 L~，

旬ム( "プ
美幸豊勝婚称主:.t
f主雄美巳姻略 f

日寺 ~ 0) 
~~~年干
二二二二齢 オ
七八四四 ル

ヘ
ド
須
戒

/
下
須
戒

¥

白

滝

/

今

坊

稲尾今藤
主亘_L田田

明日和宗
美之美

一
-
一
六
)

一一一

O
)

(
一
一
九
)

(
二
七
)

お
誕
生
お

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

誌

者

氏

名

続

柄

柴
坂
井
八
卜
じ
ハ
長
女

長

浜

犬

山

哲

雄

長

女

黒
田
西
田
満
治
郎
一
一
男

で
と
う
H児

名

志

帆

紗
帆
美

村
太
郎

お
く
や
み

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

豊

茂

二

宮

ナ

ナ

エ

(

七

六

)

A
7

坊

東

好

秋

(

八

二

沖

浦

一

品

田

君

子

(

七

九

)

沖

浦

井

上

ト

ミ

ヱ

(

九

O
)

白
滝
一
一
一
井
イ
チ
ノ
(
九
五
)

長

浜

上

田

武

一

(

七

二

)

沖

浦

中

川

シ

ゲ

ル

(

八

二

)

下
須
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一
年
で
↑
番
寒
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
時
、
せ
め
て
懐
で
も
暖
か

け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
ば
か

り
は
な
か
な
か
自
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
貧
乏
に
も
ラ
ン
ク
が
あ
っ

て
、
並
口
一
地
の
貧
乏
よ
り
貧
乏
な
人
を
ピ

ン
パ

l
、
最
高
に
貧
乏
な
人
を
ビ
ン
ベ

ス
ト
と
い
う
そ
う
で
J
U一
さ
し
づ
め
私

な
ど
は
ピ
ン
ベ
ス
ト
か
な
あ
?
と
考
え

る
今
日
こ
の
頃
:
・
気
の
毒
な
話
で
す
。

て
月
と
い
え
ば
、
受
験
シ
ー
ス
ン
真

っ
た
だ
中
。

A
7
の
受
験
生
に
そ
ー
で
最

大
の
敵
は
病
気
や
ケ
が
。
せ
っ
か
く
め

努
力
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
十
分
に
整
え
て
臨
み

た
い
も
の
で
「
ド
特
に
今
年
は
風
邪
が

流
行
J

て
い
る
よ
う
で
す
の
で
気
を
つ

け
て
く
ど
ぷ
い
L

長
浜
町
の
受
験
生
が
全
員
合
格
し
ま

す
よ
う
に
:
パ
ン
パ
ン
一
か
し
わ
手
の
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前月との比較
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(男 4人減)
k10人減

爆発カを持つものといえば

たず銃砲爆弾ダイナマイトの

類が頭に浮かぷ。これらは爆

発しないと役に立たないもの

である。特にエンジンはシリ

ンダー内でのガス爆予告で動く

ものであって、これなくして

は現代人類の生存は成りなた

ない。 A これに反し爆発しで

はな尽ないのに爆発するもの

がある。石油タンク、ガスボ

ンベ、ボイラ一等密閉型の容

出領がそれ。もう一つどうに

もならないものに火山の爆発

がある。逃げるより1*に方t去
がないパふし寸之れにしても爆

発は爆発物の密閉と片結の度

合が大きい程強い力を発揮す

る。物質だけでなく民衆の精

神構造にも爆発力があること

をまざまざと見せつけられた

のが昨年の天安門事件や東駄

諸国の自由化要求デモだった。

昨年末の東駄などは正に誘爆

王見象を走呈したのである。その

影響は国際化日本に色々とE形

でいや!心、なく押し寄せてくる

だろう 従って平成二年は激

動の年になるIlr能性が多いと
いえる υ 長浜町も良い方へ激

動する年にな 2てもらいたい

ものだ。どんな小さな起爆剤

でも見逃きず拾いあげる不断

の努力がそれを可能にしてく

れるだろう。

帯

人口をふやしましょう

|問末現在

11 ，600入
I川/男 5，471人¥
1¥女 6，129人/
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2世帯減3，758世帯

人


